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１．はじめに
　労働市場のマッチング関数推定は既に多く
の国で行われてきた。従来の労働需要・労働
供給のアプローチに対して，マッチング理論
では労働市場の情報不完全性と摩擦を考慮に
入れ，新規雇用は単なる労働需給の差によっ
て決まることではなく，求職者と求人のマッ
チングによって決まるものであるとされてい
る。本研究では，三つの異質な求職者グルー
プを直接マッチング関数に組み入れることに
よって，実証的なマッチングモデルの拡張を
試みた。また，中国のデータを用いて，非線
形推計およびSUR推定（Seemingly unrelated 

regression）を行い，中国における労働市場
マッチングの性格を考察した。
　多くの国の先行研究において，マッチング
関数の妥当性が検証されている。例えば，
Pissarides（1986）のイギリスにおけるマッチ
ング関数の推定や Blanchard and Diamond 

（1989）のアメリカにおけるマッチング関数
の推定では，仮説検定により妥当性が支持さ
れ，そして多くの研究においては規模に関し
て収穫一定である結果が得られた（Petrongolo 

and Pissarides, 2001）。 さ ら に，Kano and 

Ohta（2005）は日本の都道府県別年度別のパ
ネルデータを用いたマッチング関数の推定に
より，日本の労働市場においては規模に関し
て収穫逓減であるとし，人口規模と経済規模
による影響も検証した。また，求職者の異質
性を考慮し，Hynninen（2009）は，長期失業
者及び労働力外の求職者が労働市場全体の
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マッチング過程に与える影響を考察した。
　しかし，中国都市部の労働市場における
マッチング関数の推定はほとんどなかった。
中国労働市場の状況は複雑であり，特に農村
部からの大規模な出稼ぎは，基本的なマッチ
ング関数で捉えることはほぼ不可能である。
都市住民失業者の多くは九十年代の国有企業
改革によりリストラされた労働者であり，平
均年齢が高く，市場競争での適合性も低いが，
政府による手厚い再就職の支援を受けている。
それに対して，農村からの移民労働者は，戸
籍制度によって安定的な移住が難しく，従事
する仕事は短期的，低技術的なものが多い事
に加え，留保賃金が低いが，体力に優れる点
から都市部での就職が進んでいる。ただし，
注意すべきところは，農村移民労働者は農村
部で農業の仕事を持つため，非自発的な失業
だとは認められておらず，正式的な失業統計
に入っていない。さらに，中国都市部労働市
場には，オン・ザ・ジョブ・サーチを行って
いる在職の求職者もいる。その労働者グルー
プの求職時間は短く，留保賃金は高いが，ス
ギルが高いことがメリットである。以上のよ
うに，中国労働市場には異質な労働者グルー
プが三つあり，それぞれ都市住民失業者，農
村移民求職者と，オン・ザ・ジョブ・サーチ
の求職者とする1）。それらの三つの労働者グ
ループの異質性を考慮し，直接にマッチング
関数に取り入れることで，複雑な中国労働市
場を分析する。

２．理論モデル
　マッチング理論の基本モデルは以下のよう
になる（Pissarides, 1979, Blanchard and Dia-

mond, 1994, Cahuc and Zylberberg, 2004）。労
働市場にある時点でD人の求職者とV個の空
席があるとする。ある求職者，iが，同時に
ei個の応募をランダムにV個の空席へ出す。
eiは ei≤Vを満たし，求職者 iの求職努力と
定義する。一つの空席が求職者 iの応募を受

け取る確率は ei /Vとなる。また，この空席が
求職者 iに応募されない確率は1－（ei /V）であ
る。したがって，労働市場にある一つの空席
が，誰にも応募されない確率Pv0は，次のよ
うになる。
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　そして，労働市場にある一つの空席が，少
なくとも一つの応募を受け取る確率Pv1は，
次のようになる。
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労働市場にV個の空席があると仮定したので，
労働市場全体の空席と労働者のマッチングの
数はこのようになる。
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　労働市場では普通，空席の数Vは一人の求
職者が出した応募の数 eiよりずっと大きいの
で，1－（ei /V）はexp［－（ei /V）］に近似できる。
求職者全体の eiの平均は e とする。従って，
基本的なマッチング関数はこのように得られ
る。：

　　
eD

M M V eD V
V

( , ) {1 exp[ ( )]}  � �

　以上のように，マッチング関数はVとDに
関する増加関数であり，そしてVとDに関し
て一次同時であることが分かった。それに基
づき，実証研究ではしばしば， M V eD( , )を
コブ・ダグラス関数の形に仮定する（Petrong-

olo and Pissarides, 2001, Cahuc and Zylberberg, 

2004）。マッチングの数Mは新規雇用のフロー
とし，空席Vと求職者Dはストックとする。
　さらに，実証研究ではマッチングの数 M
を新規雇用として仮定しているので，空席V，
求職者D，および求職の努力 e 2）以外に，新
規雇用に影響を及ぼすその他の変数も考えら
れる。それらの変数は研究によって異なる
（Petrongolo and Pissarides, 2001）が，中国に
おいては，以下の三つの変数が考えられる。
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•技術進歩：発展途上国である中国は，自
国の技術革新や，先進国から取り入れた
新しい技術によって，技術進歩や生産性
上昇が目立つ国である。企業によっては
技術進歩につれ，求められる労働者のス
キルが上昇していくので，求職者が所有
する技術は，企業に求められる技術にう
まくマッチングできないことが発生する
ことがある。したがって，技術進歩や生
産性上昇が労働市場マッチングに影響を
及ぼすことが予想される。

•企業改革：中国で九十年代から実施され
た国有企業改革により，大規模なリスト
ラが行われ，効率が低い職が多く消滅し
た。そして，リストラされた労働者の多
くは長い間，競争が少ない国有企業で低
効率の仕事に従事していたので，労働能
力が低い人が多い。それにより，失業の
求職者と求人の間に，スキル・ミスマッ
チングが生じる可能性が考えられる。

•雇用規模：各地域の雇用規模もマッチン
グの効率性に影響を及ぼす。雇用規模が
大きい地域においては，労働者が相応し
い求人情報を入手するまで，時間などの
コストがより多くかかると考えられる。

　以上を考慮し，本研究は誘導型推計を用い
て，基本モデルを次のように設定する。

　　 M V S je p E1 2 exp( , , , ). 'K K O

　ここで，jeは職探し努力，pは技術進歩，
は企業改革，Eは雇用規模を示す変数である。

３．データ
　本研究は，中国職業紹介所のデータを利用
する。主なデータは職業紹介所で行われた求
職，求人，およびその中から生み出された新
規雇用のデータである3）。職業紹介所は中国
各地に存在しており，全国合わせて約三万か
所もあり，労働者の求職，企業の求人に最も
重要な手段である。政府が運営する職業紹介

所が多いが，政府の許可を得て，政府に監督
された上で運営する民間の職業紹介所も存在
する。
　マッチング関数の推定に利用されるのはマ
クロ・ベースのデータ（Cahuc and Zylber-

berg, 2004）なので，中国職業紹介所の年度別，
地域別のマクロデータを利用する。一部の年
度には農村移民労働者の統計がないので，実
際に計量分析に用いられるデータは1996－
1998年と 2005－2008年の七年間，29省4）の
パネルデータである（空白となった観測値も
あるので，利用される総観測値数は171とな
る）。
　さらに，職探し努力のデータは存在しない
ので，代理変数を用いることとなる。前章に
紹介した理論によると，職探し努力は実際に
その求職者が出した応募の数なので，職業紹
介所が増えると，その求職者がより多くの応
募ができる。従って，職探し努力は，雇用規
模毎の職業紹介所の数という代理変数を使う。
最後に，そのほかの変数は政府公表の生産に
関するマクロデータを用いる。pは労働生
産性上昇のデータで（実質），Eは第二次産
業と第三次産業における雇用者数， は職破
壊率のデータである。記述統計は表 1となっ
ている。

表１　使用された変数の記述統計量
変数 単位 平均 標準偏差 最小値 最大値
M 万人 63.98 61.98 1.20 360.20
Hu 万人 25.11 21.47 0.92 121.20
He 万人 9.61 15.33 0.10 105.40
Hm 万人 30.44 33.18 0.17 206.40
V 万人 115.77 168.08 2.50 1230.20
U 万人 45.01 50.06 1.69 322.50
Se 万人 20.02 34.92 0.09 239.10
Sm 万人 51.44 72.40 0.16 450.50
je － 1.15 0.66 0.25 3.19
p 元（人民元） 3255.20 2339.65 119.58 13739.81

－ 0.06 0.04 0.00 0.35
E 万人 1307.03 859.55 89.00 3746.13
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４．労働市場全体のマッチング関数
　中国都市部労働市場には，失業者だけでな
く，農村部からの移民労働者Sm，オン・ザ・
ジョブ・サーチをしている求職者Seもいる。
基本的なマッチング関数の形M (U, V)で推計
すれば，バイアスが生じることとなる。先行
研究では，オン・ザ・ジョブ・サーチの求職
者を考慮する場合，m (U＋Se, V)という形が
一般的に用いられている。（Pissarides, 2000, 

Petrongolo and Pissarides, 2001）。ただし，そ
れは失業者とオン・ザ・ジョブ・サーチの労
働者が同質である仮定が必要となる。しかし
中国においては，失業者，農村移民求職者と
オン・ザ・ジョブ・サーチの求職者の間の異
質性が無視できない。したがって，Van Ours

（1995）に基づき，以下のように異質性を考
慮したマッチング関数を仮定する。
　　 e m

it it itM V U S S je p E1 2( ) exp( , , , ) � � 'K KI M O

ここで， と は三つの労働者グループの求
職能力における異質性を表す係数である。
従って，推定式は次のようになる。

　　
1 2ln ln ln( )e m je

it it it it it it

p E
it it it i t it
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 � � � �

� ' � � � � �

aiは地域ダミー変数，atは年度ダミー変数，
itは誤差項である。この推定式は非線形なの
で，非線形推定 （non－linear estimation）を行
う。
　コンピューターで繰り返し計算した結果，
推定値は収束し，表 2のような推定結果を得
た。
　推定結果に示されているように，求職者と
求人の係数は，両方とも有意な正な値となる。
また，労働市場のマッチング過程は，コブ・
ダグラス関数の形に従っていることが検証さ
れた。そして帰無仮説（H0： 1＋ 2＝1）が
棄却できないので，中国における労働市場の
全体的なマッチング過程は規模に関する収穫
一定であると分かった。それらはほかの国の
多くの先行研究に一致する（Petrongolo and 

Pissarides, 2001）。
　また，労働者グループの異質性を示す係数
と は有意であり，そして 1より大きいと
いう結果から，求職者グループの異質性が検
証された。さらに，モデル 1とモデル 3にお
いて，1＜ ＜ が満たされているので，移民
労働者の求職は新規雇用への貢献が一番大き
い，都市住民失業者の求職の貢献は一番小さ
いことが分かった。それは中国の事実に一致
する。なぜなら，まず，都市住民失業者の多
くは国有企業改革でリストラされた労働者な
ので，低いスキルと高い平均年齢にも関わら
ず，留保賃金が高いので，政府の支援を受け
ていても，就職能力は低い。それに対して，
農村移民労働者は学歴，職歴などの人的資本
レベルは低いが，留保賃金は低く，そして職
探し時間は長いので，在職の求職者よりも新

表２　労働市場全体のマッチング関数
モデル1 モデル2 モデル3

推定係数
1 0.50 0.50 0.50

［8.48］＊＊＊ ［8.29］＊＊＊ ［8.52］＊＊＊

2 0.43 0.43 0.43
［6.88］＊＊＊ ［6.69］＊＊＊ ［6.91］＊＊＊

φ 2.32 2.87 2.31
［1.94］＊ ［1.87］＊ ［1.95］＊

2.61 2.83 2.6
［2.05］＊＊ ［1.90］＊ ［2.06］＊＊

je 0.08 0.03 0.08
［1.69］＊ ［0.67］ ［1.78］＊

p －0.00004 － －0.00004
［－3.18］＊＊＊ － ［－3.19］＊＊＊

0.12 0.12 －
［0.22］ ［0.21］ －

E －0.0003 －0.0002 －0.0003
［－3.23］＊＊＊ ［－2.17］＊＊ ［－3.24］＊＊＊

Year Dummy Yes Yes Yes
Regional Dummy Yes Yes Yes

Constant －0.34 －0.48 －0.33
［－1.48］ ［－2.05］＊＊ ［－1.48］

p－value　 0.15 0.21 0.13
H0： 1＋ 2＝1

R－squared 0.97 0.97 0.97
Adj.－R－squared 0.96 0.96 0.96

Obs. No． 171 171 171

注：＊p＜0.1，＊＊p＜0.05，＊＊＊p＜0.01
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しい職とマッチしやすい。それらのことは，
マッチング関数の推定によって検証すること
ができた。
　そのほかの変数において，まず，職探し努
力の係数はほとんど有意な正の値となってい
るので，職業紹介所の増加による職探し努力
の成長は，マッチングに正な影響を及ぼすこ
とが検証された。それから，生産性上昇の係
数はすべて有意な負の値となっている。よっ
て，生産性上昇は新規雇用を減らすことが分
かった。また，企業改革の変数 はすべて
有意でない値となるので，企業改革の新規雇
用への影響は検出されなかった。最後に，雇
用規模 Eがすべて有意な負の値となるのは，
雇用規模が大きくなると，摩擦が生じ易くな
り，ある一定の求職者，求人に生み出された
新規雇用のフローは小さくなるからである。
　以上のように，異質性を考慮したマッチン
グ理論のアプローチに従って，中国労働市場
全体のマッチング関数が得られた。特に異質
性を示す係数を直接にマッチング関数へ導入
することによって，三つの労働者グループの
異質性を検証できた。そして，生産性上昇，
職探し努力，各変数の労働市場全体に与える
影響も考察した。
　ただし，各労働者グループのマッチング過
程において，生産性上昇，職探し努力などに
よる影響は，必ずしも同じとは言えない。次
の章では，労働者グループ毎のマッチング関
数を推定して，各労働者グループのマッチン
グ過程を検証する。

５．求職者グループ別のマッチング関数
　各労働者グループが求職活動を行い，新規
雇用に至る過程は，それぞれ異なる可能性が
ある。それを検証するために，求職者グルー
プ別のマッチング関数を推定する必要がある。
データにおいては，求職者と新規雇用者を識
別することができるが，職の空席をグループ
に分かることができない。なぜなら，三つの

グループの求職者は，同じ空席のプールで職
探しを行い，そして，企業がこの職を創出し
た時，どのグループの労働者とマッチするか
というのは，予測できないからである。しか
し，同じ空席のプールにほかのグループの求
職者が存在する事によって，外部性を生じる
可能性がある。それなので，Hynninen（2009）
に従って，推定式は次のように設定する。
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　以上の三つの推定式において， u
itH ， e

itH と
m
itH はそれぞれ失業者からの新規雇用，オン・
ザ・ジョブ・サーチの求職者からの新規雇用
と，農村移民求職者からの新規雇用であり，

x
it itS S/ は全求職者の人数である。各求職者のマッ
チング関数の， x

it itS S/ という項はそれぞれほ
かのグループの求職者が占める割合で，それ
らの係数 は，ほかの求職者グループが本求
職者グループのマッチング過程に与える影響
を示している。その他の説明変数，jeit，pit，
it，とEitは労働市場全体のマッチング関数
に従っている。最後に， x

ic は地域ダミー変数，
x
tc は年度ダミー変数， x

itH は誤差項である。
　表 3はSUR 推計を用いた推定結果である。
さらに，残差の相関行列は表 4のようになる。
独立性検定結果（Breusch－Pagan test of inde-

pendence）によると，残差の相関がゼロであ
る帰無仮説は棄却できない。
　推定結果に示されているように，まず，各
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労働者グループにおいて，求職と求人は新規
雇用に有意な正の影響を及ぼす。オン・ザ・
ジョブ・サーチ労働者が受ける他のグループ
からの影響は有意な負の値となるが，都市住
民失業者グループと移民グループには有意な
値が得られていない。原因として，オン・ザ・

ジョブ・サーチ労働者は求職時間が短いので，
マッチング過程において，ほかの求職時間が
長い二つのグループから影響を受けやすいと
考えられる。都市住民失業者と農村移民労働
者においては，お互いに外部性を受けていな
いと推定結果に示されている。その原因とし
て，農村移民労働者が探している職は，低賃
金と単純労働の職が多く，都市住民失業者の
多くはそのような仕事を職探しの対象にして
いないという可能性が高いと考えられる。
　また，生産性の上昇は，都市住民失業者と
農村移民労働者のマッチング過程に有意な負
の影響を及ぼすが，オン・ザ・ジョブの求職
者への影響は有意でない。都市住民失業者と
農村移民労働者は職を持っていなく，そして，
低スキルの労働者も多いので，企業の技術進
歩と生産性上昇により，適合な職を見つける
ことが難しくなる。さらに，農村移民労働者
の全体的な教育水準と技術は一番低く，そし
て，就職トレーニングを受ける人も極少ない
ので，生産性の上昇による負の影響は都市住
民失業者よりも目立つこととなる。これに対
して，オン・ザ・ジョブ・サーチの労働者は，
仕事をしているうちに経験を積み重ね，新技
術に接触する機会が多く，新しい職を探す時
に生産性上昇によるマイナスの影響が少ない
と考えられる。
　それから，求職努力は，農村移民労働者の
みに有意な推定値になっている。職探しサー
ビスの充実による求職努力の高まりは，農村
移民労働者の都市部での就職にプラスの影響
を及ぼすことを意味している。逆に言うと，

表３　各労働者グループのマッチング関数

ln u
itH ln e

itH ln m
itH

lnVit 0.26 0.48 0.49
［5.12］＊＊＊ ［4.26］＊＊＊ ［7.22］＊＊＊

lnUit 0.49 － －
［8.93］＊＊＊ －

ln e
itS － 0.55 －

－ ［6.86］＊＊＊ －
ln m

itS － － 0.51

－ － ［8.07］＊＊＊
m
it itS S/ 0.06 －1.52 －

［0.30］ ［－1.96］＊ －
e
it itS S/ 0.30 － 0.0043

［1.37］ － ［0.01］
m
it itS S/ － －1.41 －0.42

－ ［－1.88］＊ ［－1.22］
jeit 0.04 －0.0044 0.12

［0.82］ ［－0.04］ ［1.78］＊

pit －0.00002 0.00001 －0.00007
［－1.94］＊ ［0.41］ ［－3.66］＊＊＊

Eit 0.0001 0.0003 －0.0005
［1.43］ ［1.61］ ［－4.41］＊＊＊

it 0.02 0.82 －0.94
［0.04］ ［0.66］ ［－1.25］

年ダミーct Yes Yes Yes
地域ダミー

ci
Yes Yes Yes

R－squared 0.997 0.95 0.99
Obs. No. 172 172 172
Obs. No. 171 171 171

注：＊p＜0.1，＊＊p＜0.05，＊＊＊p＜0.01

表4　残差の相関行列（SUR推定）

ln u
itH ln e

itH ln m
itH

ln u
itH 1.0000

ln e
itH 0.0433 1.0000

ln m
itH 0.1855 0.0002 1.0000

独立性検定結果（Breusch－Pagan test of independence）：chi2⑶＝6.244, Pr＝0.1003
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職探しサービスの欠如による求職努力の不十
分は，農村移民労働者の就職を制約すること
もありうる。なぜなら，農村移民労働者には
都市部への社会ネットワークが少ないので，
農村部の知り合いの紹介以外に，職業紹介所
でなるべく多くの情報を収集し，多くの職に
応募してみることに頼ることが多い。よって，
職業紹介所での求職努力は，農村移民労働者
に大きな影響があることが分かる。最後に，
雇用規模も農村移民労働者グループに有意な
負の値となっている。雇用規模の拡大にもた
らす求職・求人過程の摩擦は，農村移民労働
者に大きい影響を及ぼすことが示された。こ
れらの求職努力変数と雇用規模変数は，都市
部の二つのグループにおいては有意な値が得
られていない。これは，データの制限による
可能性もありうるが，いずれにしても，農村
移民労働者に与える影響は一番大きいと考え
られる。

６．終わりに
　本稿は，一般的なマッチング関数に，中国
労働市場の特性を取り入れ，誘導型推定を用
いて，中国労働市場のマッチング関数を導出
した。結論は以下のようになる。まず，多く
の国でマッチング関数の推定には，求職者は
失業者だけを取り扱っているが，中国では失
業者以外の求職者が多く，特に農村移民労働
者をマッチング関数に取り入れることが重要
である。また，非線形推定で得られたマッチ
ング関数において，異質性を示す係数は有意
であることから，三つの労働者グループが

マッチング過程において異質であることが検
証された。そして，求職努力，技術進歩，企
業改革と雇用規模が労働市場全体のマッチン
グに与える影響を考察し，求職努力は全体の
マッチング過程に正の影響，そして技術進歩
と雇用規模は負の影響を及ぼすことが示され
たが，企業改革による影響は検出されなかっ
た。最後に，SUR推定を用いて，グループ
別のマッチング関数を推定し，各労働者グ
ループが求職から新規雇用に至る過程におい
て，求職努力，技術進歩，企業改革と雇用規
模が異なる影響を及ぼすことを示した。
　中国労働市場のマッチング関数の推定は，
情報の非対称性を考慮した失業の考察を可能
にした。失業の決定要因を考察するには，経
済発展，賃金変化，経済構造改革などによる
ジョブ・クリエーションとジョブ・ディスト
ラクションも，マッチング過程と同様に重要
である。これらは将来の課題になる。
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注

1  ）新規卒業者の求職も重要であるが，特殊な労働市場なので，本研究では取り扱っていない。
2  ）簡単化のため，求職の努力 eを考慮しない研究も多い。
3  ）職業紹介所以外に行われた求職，求人活動もあるが，これは中国現有のデータのうち，マッチン
グ関数の推定に最も相応しいデータセットである。ちなみに，職業紹介所のデータ利用してマッチ
ング関数を推定することも，多くの先行研究で行われている（Kangasharju, Pehkonen, and Pekkala 
（2005）, Hynninen（2009）等）。
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Reduced－Form Estimation of Matching Function in the Chinese Labor Market

Yang LIU

Summary
　Our study estimated aggregated matching function of China in a reduced－form approach, highlighting the 

heterogeneity of three job－seeker groups in the function form. Non－linear estimation and SUR （Seemingly 

unrelated regression） estimation were used. We found that in the matching process, the contributions of 

the three job－seeker groups, which are unemployed urban residents, on－the－job seekers, and migrant－job 

seekers, are different ; and ignoring this heterogeneity could lead to biases in matching－function estima-

tion. Furthermore, the matching process could be influenced by job－search efforts, technology progress, 

economic restructure, and regional employment scale, which were examined by involving them in our 

matching function. Finally, the matching functions of each job－seeker group was also obtained, which high-

light the characteristics of the matching process of each labor group.

Key Words
matching function, labor market of China, non－linear estimation, SUR estimation


